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1. はじめに 

愛知県では、高度経済成長期に整備された社会資本

が、今後、高齢化を迎えるにあたり、社会資本の長寿

命化を図り、ライフサイクルコストの最小化や予算の

平準化に配慮した計画的な修繕を目指し、橋梁と舗装

を対象に、『社会資本長寿命化基本計画』1)を平成 18

年に策定した。また、同計画に基づき平成 19 年橋梁

と舗装のアセットマネジメントシステムを含む「愛知

県統合道路管理システム」を開発した。このシステム

は、庁内イントラネットを通じ土木の技術職員が利用

する Web システムであり、道路維持に関わる各種情

報を一元管理している。 

システム開発により情報の一元化と共有化が実現

できたことで、日常業務の効率化・迅速化が図られる。

さらには、日常点検や５年ごとの定期点検といった現

場業務から、中長期の予算シミュレーションといった

施策の立案業務まで包括的にシステム化したことで、

業務に即した PDCA サイクルの実現化を進めている。 
 

2. PDCA サイクルとシステム 

橋梁の維持管理に関連するシステムとこれらの連

携を図-1 に示す。橋梁台帳システムの諸元データをも

とに橋梁アセットマネジメントシステムで補修の予

算計画(plan)を策定し、補修(Do)履歴を記録し、日常の

道路パトロールや 5 年サイクルの定期点検で評価・検

証(Check)し、その検証結果を予算編成へ反映(Act)さ

せる、県庁の施策立案のプロセスから建設事務所の実

務までの一連のサイクルである（図-2）。 

 

 

 
 

 

 

 

 

図-1 橋梁維持関連のシステムとその連携 

橋梁維持を担当する県職員がひとり一台パソコン

からこれらシステムを利用できるようにしたこと、予

算編成や予算の精算調書まで実務に即した一連の流

れをシステム化したことで、ともすれば作っただけで

使われないこともあるシステムの利用が促進される

ようにした。このシステムを中心とした PDCA サイク

ルが確立できた。 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 システムと PDCA サイクル 
 

3. 各システムの処理概要 

実務における利用を中心に各システムの処理概要

を以下に示す。 

（１）橋梁台帳システムによるデータ管理 

橋梁台帳システムでは、橋梁台帳・補修履歴・耐震

対策台帳・点検台帳など、橋梁に関する全ての情報が

一元管理されている。橋梁名・路線・構造形式などの

様々な条件で検索することが可能である。 

（２）道路パトロールシステムによる日常管理 

日常管理は、道路パトロールシステムを用い、舗装

の損傷、高欄やガードレールの破損、ジョイント部の

段差などを記録する。また、道路パトロールシステム

はモバイル型のシステムで、現場で確認した損傷状況

を写真登録し、損傷や破損の状態、処置・未処置の状

況を記録することができる。 

（３）橋梁点検システムによる定期点検 

愛知県では、原則５年に１回の頻度で橋梁の定期点

検を行っている。 

橋梁点検システムを用い、橋長や幅員など諸元情報

を橋梁台帳システムからダウンロードし、構造一般図

を登録した後、部材と部材の構成要素および材質を登

録して、点検の準備を行う。 

次いで「愛知県橋梁定期点検要領（案）・平成 19
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年４月」2)に基づき、点検者が損傷程度を a～e の５段

階で入力すると、損傷の程度と対策必要性フロー（図

-2）に応じ、対策区分が決められる（表-1）。システ

ムで対策区分が定められ

るため、点検者の判断によ

るバラツキが軽減できる

ようになっている。 

また点検者は、対策区分

で対策が必要となった場

合、補修工法を定め、補修

の概略の数量と工事費を

入力する。 

橋梁点検システムは、職

員ばかりではなく点検業

者も利用できるようスタ

ンドアロン型のシステム

で構築した。点検結果はサ

ーバへアップロードし、橋梁台帳システムで一元管理

する仕組みとした。 

表-1 対策区分 

区分 対策の概要 

A 補修を行う必要がない。 

B 状況に応じて補修を行う。 

C 次回の定期点検までに補修を行う必要がある。 

E 
まず緊急対応が必要で、その後必要に応じて詳細調査を

行い損傷原因等を明らかにした上で、補修を検討する。

S 
詳細調査により損傷原因等を明らかにした上で、補修を

検討する。 

（４）短期（次年度）および中期予算の管理（橋梁

アセットマネジメントシステム） 

点検システムで補修が必要となった橋梁は、橋梁ア

セットマネジメントシステムで、補修対象部材とその

補修工費を確認した上で、全県で必要な補修工費を集

計する。 

補修する橋梁は、損傷程度・路線や橋梁の重要度な

どの指数を用い優先順位が計算され、順位の高い橋梁

から予算付けし、５年以内に補修を終えるように平準

化する。平準化の初年度が短期（次年度）の予算計画

となり、その後の５年目までを中期予算となる。 

短期予算は予算書として作成され、工事実施後には

補修履歴に記録する。 

（５）長期予算の計算（橋梁アセットマネジメント

システム） 

県全体の長寿命化をマクロ的に把握し、今後 100 年

間の施策の立案に資することを目的に、上部工による

架け替え理由の多くを占める主桁（鋼桁・コンクリー

ト桁）と床版 3)を対象に長期予算シミュレーションを

行う。 

システムには、表-2 に示す損傷に影響する要因でグ

ルーピングし劣化予測が登録されている。 

表-2 劣化予測表 

グルーピングごとに補修工法を組み合わせ 100年間

の維持補修シナリオを任意に作成することができる。

複数のシナリオの中から LCC 最小型、初期補修費最

小型および事後保全型の３タイプをシステムで抽出

し、ライフサイクルコストを比較することができる

（図-3）。 

ユーザは

３タイプの

中からシナ

リオを選択

し、鋼桁、コ

ンクリート

桁（RC・PC）、

床版の予算

上限額を入

力し、長期予算のシミュレーションを実施する（図-4）。

図中の C＊は予算が不足し平準化により 5 年の定期点

検サイクル以内に補修できない橋梁が発生している

ことを示しており、図-4 は予算不足を示す試算例とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 長期予算のシミュレーション 
 

4. まとめ 

愛知県では約 4,000 橋を管理するため、実務に即し

た PDCA サイクルを実施できるようなシステムを開

発した。県では、平成 19 年度、約 600 橋の定期点検

を実施している。結果を確認した後、予算シミュレー

ションを実行する予定である。 

 

 

図-3 LCC 分析 
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シナリオ①：20 年毎（初回は 16 年）に塗替え塗装（ふっ素、3 種ケレン A） 

シナリオ②：25 年毎（初回は 20 年）に塗替え塗装（ふっ素、1 種ケレン） 

シナリオ③：20 年毎（初回は 20 年）に塗替え塗装（ふっ素、1 種ケレン） 

シナリオ④：31 年毎（初回は 25 年）に塗替え塗装（ふっ素、1 種ケレン、当板補修）
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例）鋼主桁の腐食 
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図－2 対策必要性フロー

例）鋼主桁の腐食
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